
ディジタルメディアガひら<快適で便利な社会

新しいメディアの世界を創出するディジタルコンテンツサービス

ーマルチメディア百科事典の例一
Electronic Publishing and DigitalMedia

l慧芸霊≡
ilお粥向∽才物才オ花岡哲郎 了セね〟招〟α乃α0ゐα

yみg(お～ゐα和

一業【三破産し

.ちお西∫羊で
L.1コプチル

ス.アンチモノ.二

よる印届瞞育毛成.

芸㌘二
苦111汚し′こ,】

良【こ尽くした.

二r｢｢亭!【き7芦

本文表示

ー

射3転･ふル･カ

-‾i諒一課項
】

､ゝij

由鮎漆避
m一主軸;轟窺･溢

-一 乱‾_一二′1＼恕ヨ罠

メディア表示

t名‾巾

■ヨl■

ワンク■クノしフ▲

首や上に▼つウチワワ√手ノ

サノヨ■ウルユ■ 丘l

巧う11ヨエソウカメ 【コ

リウイワァナ ヱヨ

1クアFル ℡

ノ聯野轡

センプルケ

7ワンス

監三

l圃■■

■印■

■m■

l■印■

何

重t一帯 ●

触･才▼■

■台tl t

も叩1日1書 ◆

山 ▲

志ノ･.
伊

マイペ弟ア9て
節斗事典

ぬr

卑鞠

DAILy

デイリー

l凶皿l山

7ムンせン Pち)弓d

ノノLウ1-の符けT,

して鼓.1朴こlヽi!.

の一九の柑lこホ】カレ

けゝ∬しlllI◆Fl二芋.

樗廿lこ芝

!陀与卑

水叫日 ■酬ぃてlれ軒且

心酔回田 ≡㌘Tl】-ちで一こ`

地図 デイリーエッセイ

窟～｢ヨ齢

t ll.＼＼.

パソコン･サーバ

絵巻物

動物図鑑

マルチメディア百科事典｢マイペデイア97+での主要画面(株式会社日立デジタル平凡社提供)
見やすい画面と,高速な検索機能を持つマルチメディア百科事典は,紙を媒体とした印刷物とは這ったメディアの世界を創出する｡

昨今のマルチメディア技術の発展とインターネットの

登場が,ディジタル コンテンツ サービスという形で出

版業界に新たな電子出版ビジネスをスタートさせようと

している｡

これまでの文字や静止画情報中心のコンテンツに,デ

ィジタル化された音声や動画情報などが加わり,まさし

くディジタルコンテンツとして電子メディア化され,読

者に提供される｡さらに,インターネットを中心とする

ネットワークを介して,不特定多数の人々を対象に,イ

ンタラクティブな情報サービスも始まろうとしている｡

株式会社日立デジタル平凡社では,小百科事典をディ

ジタルコンテンツ化し,｢マイぺディア97+として商品化

した｡ディジタル コンテンツサービスでは,良質なコ

ンテンツの制作と並んで,多角的かつ柔軟な検索を可能

とするデータベースづく りが重要となる｡そしてこれら

の検索機能には,単にコンピュータのデータベース構築

技術者のスキルだけではなく,本づくりと同様の編集者

の発想と思考が色濃く反映される｡さらに,インターネ

ットを介した配信サービスでは,データベースの検索機

能が読者に直接評価される｡
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1.はじめに

｢電子出版+ということばが耳に入り始めたのは,今か

ら約10年前のことである｡当時,幾つかの出版社が,事

典･辞書類を中心に,CD-ROM(Compact Disc Read-

Only Memory)という形式でこれまでの紙媒体(以下,

冊子体と呼ぶ｡)を大容量記憶の電子メディアに変換して

市場に流通させたのが,電子出版の始まりであった｡そ

して最近では,インターネットとマルチメディアの出現

により,多数の人々を対象とした双方向のネットワーク

サービスも可能となってきた｡

このように電子出版やディジタルコンテンツ(文字や

静止画,動画)の登場は,原稿作成から印刷･発行までを

含めた出版業の伝統的な形態と概念を大きく変え,紙を

媒体とした印刷物とはまた違う,豊かなメディアの世界

を創出しようとしている｡

ここでは,株式会社日立デジタル平凡社による｢マイ

ぺデイア97+のCD-ROM制作を通じて,出版業界での電

子化の一つの考え方について述べる｡

2.ディジタル コンテンツサービスの構築に

向けて-コンテンツのデータベース化一

情報技術の発展は,出版と印刷の制作工程に大きな変

革をもたらした｡コンテンツの収集･編集から制作に至

るまでのディジタル化が進むと,その結果としてデータ

の蓄積,加工,配信へのニーズが高まり,市場には多く

のソフトウェアが生まれた｡

制作工程のディジタル化の涜れの一つに,スタンドア

ロン型での編集･制作システムがある｡ワープロや表計

算ソフトウェアから始まり,さらには画像処理やDTP

(Desktop Publishing)ソフトウェアなど,一連のツール

を駆使したディジタル編集システムである｡次に,LAN

やWANといったネットワーク技術の進歩と電子メール

の大幅な普及がある｡複数システム間でのデータ伝送と

データ共有が可能となり,業務の効率を上げてきた｡

このように編集･制作のシステム化が進む一方で,そ

の過程で生み出されてきたコンテンツをデータベース化

し,広範囲に流通させられないかというニーズが広がっ

てきた｡文字情報を中心とするデータベースと,画像や

音声,動画情報などを組み入れたコンテンツのデータベ

ース化が,編集活動を支援するシステムだけでなく,デ

ィジタル コンテンツサービスという新しいビジネスに

もなるからである｡
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3.マルチメディア百科事典

｢マイペデイア97+の機能

1914年の創業以来,百科事典とともに歩んできた株式

会社平凡社は,全35巻の｢世界大百科事典+と小百科事

典｢マイペデイア+をはじめ,多くの出版物を発行して

きた｡

株式会社日立デジタル平凡社は,｢社会生活･文化生活

を支えるレファレンスの提供+,および｢日本文化を1世界

に発信するコンテンツ事業+の二つを事業コンセプトと

して1996年10月に設立し,百科事典のディジタル化とコ

ンテンツのネットワーク配信サービスを目指す電子出版

事業を始めた｡

このような背景の可‾1で,マルチメディア百科事典｢マ

イぺデイア97+は,｢楽しく知識を広げていく+ことがで

きるように多様な検索機能を提供し,1997年5月に商品

化された｡その特徴と編集支援システムについて以‾Fに

述べる｡

3.1特 徴

｢マイペディア97+は百科事典のジャンルでは小百科事

典に当たり,一つ一つの解説文は短いものの,項目数が

約6万2,000項目と多いのが特徴である｡これに,カラー

静止画･動画･アニメーション･サウンド･地図など約

8,000点以上のメディアと検索プログラムを,1枚のCD-

ROMに収納したものである｡項目名や全文検索のほか

に,本文中の約20万点のリンク項目からの検索や,地図･

年表,図解などからビジュアルに検索できる機能を持っ

ている｡

また,各項目はジャンル(歴史,文学,動物,スポーツ

など),地域,人名,メディア(付帯メディアの有無)によっ

て分類されているため,名称による検索のほかに条件検

索が可能である｡このため,利用者にとっで快適なGUI

(GraphicalUserInterface)とスピードが加わり,百科

事典項目を多重に見ることができ,これまでとは異なる

新しい利用の形態が生まれる可能性がある｡

検索画面の例を図1に示す(図1-図4の写真は,株式

会社日立デジタル平凡社提供による｡)｡

3.2 項目名検索

項目名の検索では,名称の先頭から順次検索していく

方法｢で始まる+と,名称の後部から検索する｢で終わ

る+の機能を標準機能として持っている｡特にこの機能

は,日本語固有の検索を可能とした｡例えば｢美術館で

終わる+と検索指定すれば,百科事典の中にあるすべて
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図1 検索画面の例

項目名からの検索や全文検索,ジャンル検索から目的の項目を捜し出す｡

の美術館が表示できる｡

3.3 全文検索

全文検索では,本文中の任意の文字列の｢をすべて含

む+と｢のいずれかを含む+のAND/OR検索が可能であ

る｡検索エンジンには,"Inforshare Textsearchlgram

Kernel''を使用し,性能では,百科事典の全文から指定

した文字を選び出すまでに5秒以内を目標とした｡

3.4 地図検索

地図の検索には,地図目次からの検索と地名のダイレ

クト検索機能がある｡

地図目次からの検索には,｢世界･地域+,｢世界の凶+,

｢世界の都市+,｢日本の県+および｢日本の都市+の五つ

の領域から各地名の地図を表示し,また,地図上の地名

から詳細地図や項目本文ヘジャンプすることができる｡

また地名検索では,地名を入力すると,地図上の十字カ
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物館｡1764年工カチェl_jナ2世が離宮エルミタージ

ュErmit∂Zh宮に皇室の美術収集品を置いたのに始ま

り,1852年特権階級の人々に向けて展示か公開さ

れ19世紀末に一般公開された｡1917年革命を機に

国有と屯る｡幕芸画.彫刻のみちらす,貨幣,メタ

ル,スキタイの発掘品屯どに及び,とくにレオナル

ト･ダ･ピンチ《ブノウの聖母》やしンプラント

《タナ工》などが有名｡その建禦ほ1計--19世紀ロシ

ア建窯芸術の頂点をなすもので,冬宮の(劫､,小エ

ルミタージュ,新･旧エルミタージュ,エルミター

ジュ劇場等を含む｡

一関連項目

サンクト･√1テノIL･プルクS∂nトt-F,eterb･+｢呈 +

エルミタージュ美術館 !カ

サンクト■ペテルプルタ 昏

ーゾルでその位置を知ることができる｡

地図の検索の画面例を図2に示す｡

3.5 年表検索

年表検索とは,人類の誕生から現在(1997年)までの｢時

代+を主要地域別に分類し,その時代の主な出来事を項

目本文で読むという一つの検索方法である｡例えば年表

で1600年代を選ぶと,わが国では｢戦国時代から安土桃

山+時代を経て,江戸時代に入るころ+がわかり,さらに

｢徳川家康が征夷大将軍になる+(1603年)ことが記述して

ある｡一方世界では,｢オランダ東インド会社の設立+

(1602年),｢英国ではシェークスピアのノ､ムレットが初

演+(1602年ごろ)とある｡年表上の｢徳川家康+や｢シ

ェークスピア+をマウスでクリックすれば,項目本文に

よってさらに詳しい説明が見られる｡

年表画面の検策例を図3に示す｡
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図2 地図の検索例

地名は座標軸データを持っているため,詳細地図や地名項目の本文に直接リンクしている｡

11



554 日立評論 VoIフ9No.7(1997-7)

㌃盲‾¶前㌃賢二【m忘巧
ト

l稀代
梵

l

沖
l
q
-
マ
書
可

遥
詣
縫
‖
〓
〓
〓
…

一書

Ⅷ
Ⅷ

ム
ガ
″
冨
既

明

∵憫慰

醐晰

芸
著
書
)

ト
榊
憫
江
戸
琵
霊
和
成

重
代
l
里
若
菜
明
大
昭
平

Jllま.<-ン_

チ
ャ
ガ

j

.

㌍
加
計
ベ
ル
シ
ア

オ
ス
マ
ン
旬
贋

キ
プ
チ
ヤ
ク
･
モ
ス
ク
ワ

勺シ

<
1
ン
p

大
全
珂

帝国耶
恥
7
渦
宇
野

鳩瀾ヂ美事7メ蓋

イ峯フン蓋.

グレート･すテン

カ
ス
†
マ
リ
†

ス
ペ
イ
ン
王
也

ボ
ル
･
ト
心
〟
ル

一不ル易ル

図3 年表画面の検索例

年表目次で年代を選んでから項目を検索する｡

3.6 図解検索

図解検索は特定の項目について図で示し,図中の項目

詳細を本文で説明する機能である｡例えば｢奥の細道+

では於尾芭蕉の足跡を地図でたどり,地名を選ぶとその

地で詠んだ句を短冊で表示する｡

図解検策のメニュー画面を図4に示す｡

4.｢マイペデイア9T+の制作システム

4.1 システムの概要

編集支援システムは,テキスト,写真,イラストレー

ション,ビデオ,アニメーションなどのマルチメディア

素材の媒体管理や著作権･ロイヤリティ管理などを行う

｢素材管理サブシステム+と,｢コンテンツ制作サブシス

素材付帯情粗
造行状況の

入九模索

`

漂項目l
･図版

･写真

⊂コ

校正済み

テキスト

仁万
･映像
●アニメーション

･音声 J

･地図

･年表
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｡㌔

図4 図解検索のメニュー画面

絵やイラストレーションから項員を直接検索する｡

テム+で構成している｡

データベースの開発にあたっては,当初から編集者重

視の視点で二取り組んだ-｡6万項目以上の百科項目を限ら

れた人数と期間で開発するには,制作担当者ひとりひと

りを支援するシステムが必須だからである｡

｢マイペディア97+の制作過程と編集支援システムの関

連を図5に示す｡

4.2 素材管理サブシステム

素材管理サブシステムは,百科事典の総項目をデータ

ベース化したものと,その人出力画面プログラム群から

成っている｡
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注:略語説明

CTS(ComputerizedType
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図5 編集支援システム

(素材管理･コンテンツ

制作)の流れ
マイペディア97 百科事典のコンテンツ作

成には,各メディアごとに

管理された素材の進行管理

と,完成素材(校了済み素

材)からのCD-ROMデータ

用の制作(インデックス作

成1+ンク作成など)を同期

させながらの作業が必要で

あった｡
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4.2.1素材管理データベースの構築

素材管理データベースは図6に示すようなリレーショ

ナルデータベースである｡データベース化にあたっては,

それぞれの素材特性を考慮した構造とした｡

(1)百科事典本文テキスト

印刷所のCTS(ComputerizedTypeSetting)による印

刷用ディジタルデータベースをSGML〔Standard

Generalized Markup Language:ISO(国際標準化機

構)で定められた国際規格になっている言語〕に変換し,

データベース化した｡SGML化したことにより,項目や

読み,リンクの関連,外字などのディジタル化の対象と

なるすべてのものが構造化につながり,またSGMLから

HTML(Hypertext Markup Language)化へのスムー

ズな移行が実現した｡

(2)本文テキスト管理

検索システム用として,文書のタイトル,読み,欧文

表記,分類などの各属性をデータベース管理した｡また,

百科事典の各項目を単位として,内容改訂に伴う｢入稿

→初校→再校→･‥+という編集管理をデータベースで行

い,6万件以上に及ぶ本文テキストの進捗(ちょく)状況

を見ながら,全体の工程管理を行った｡

(3)図版管理

静止図面版は,写真のフイルムからディジタル化する

ものが大半であった｡ディジタル化では,約1万枚の素

材のフォトCD化JPEG(Joint Photographic Experts

Group)化,リサイズ,トリミングなどのプロセスが必要

だったため,素材の管理情報と加工指示内容,進行状況

も同じデータベースで管理することとした｡

4.3 コンテンツ制作サブシステム

コンテンツ制作サブシステムには,編集担当者の支援

用システムがある｡CD-ROMパッケージ制作前のコンテ

ンツの事前確認や検証用,メディア間のリンク付けを支

援する機能,項目検索,全文検索用インデックスデータ

の作成,パッケージ用データのフィルタリングなど,そ

の機能は多岐にわたる｡ここでは,そのうちの一つ

｢HTMLビューア+について述べる｡

4.3.1HTM+ビューア

コンテンツの事前確認,検証用プログラムである｡こ

こでは,(1)百科事典本文のSGMLのチェック,ハイパー

リンクの確認,(2)百科事典本文と同時に表示されるマル

チメディアコンテンツのリンク確認,(3)マルチメディア

データのキャプション(説明文),クレジット表示の確認

をWWW(WorldWideWeb)ブラウザ上で実現した｡

CGI(CommonGatewayInterface)の開発では,APP

(ApplicationProgramProduct)｢業務開発支援パッケ

ージ``AQUACE”+の"AQUACEInternet WWW

Gateway”を採用した｡

コンテンツ確認･検証方式を図7に示す｡

素材情報管理DB

l

分類テーブル 項目-メディアリンクテーブル 図版テーブル
テキスト項目テーブル 入手先･所蔵者

雷雲品 項目.｡ :要望●プァ.｡1
図版ID テーブル
タイトル

キャプション 入手先CD

クレジット 所載者CD
項目表記

●メディア優先順位
ジャンルコード 項目読み

.メディア旧2

執筆者テーブル 悪書冨琵 ･優先順位 マルチメディアテーブル

MMID

タイトル執筆者CD
園･地域属性 担当者テーブル

芸墨書歪孟 琵喜貢ぎ
メディアタイプ

キャプション

地図地名テーブル

地図■D諾妻軌トルタイ.トル座琴

年表

年表旧

l

62,000件 8,200件 500件 500件

テキスト系 図版系 映像･音声 地図･年表
DB DB DB DB

SGML JPEG AV1100

WAVElOO

l 素材DB l
ア士メーション50 年表タイトル

座標

注:略語説明 旧(l由ntifier),MM(Multimedia),AVl(Audio-Videolnte向Ce)

図6 素材情報管理データベースの構造

項目本文と図版は,データベース上でそれぞれ独立している｡項目-メディアリンクテーブルが複数のメディアと本文を関係づけている｡
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素材情報管理
DB

映像･音声

図版

㊨
地図

年表

素材DB

管理情報

リンク情報

鞠媚新 ノ

､憫攣遠敷

素材の取り込み

耶≡鬱妙

コンテンツ

確認用
CGl

PCサーバ

WindowsNT*1

SGML

-HTML

コンバート

AOUACElnternet

WWWGateway*4

llS

PCクライアント

Windows95*2

NETSCAPENAVIGATOR*3

団
[ニコ

L∠-

LAN

図7 コンテンツ確認･検証方式

コンテンツの確認や図版とリンクでは,どのパソコンからでもイントラネットを使って事前検証ができる｡

5.今後の電子出版

情報のインタラクティブ化へのニーズが高まるに従っ

て,電子出版の分野でもCDrROMなどの電子メディアに

よる配信サービスに加えて,インターネットなどを介し

たネットワーク系のサービスがますます増えていく もの

と考える｡1995年度の出版業界の市場規模を2.5兆円と考

えると,2000年までの間にその2割まで電子出版物が占

めていくのではないかという見方もある｡

しかし,これによって冊子体が電子媒体に凌駕(りょう

が)されていくとは考えられず,電子出版が一つのデータ

ベースサービスとするならば,逆に膨大なデーターベース

から本を作るという冊子体への逆変換も考えられている｡

さらに,小説のような文章はパソコン上では読みづら

く,また動画よりも写真や絵などの静止画のほうが印象

強く残ることを考えると,対象を絞ったディジタルコン

テンツ化,言いかえれば冊子体と電子メディアとネット

ワークそれぞれのメリットを生かしたいわゆる｢パラレ

ルパブリッシング+が続いていくものと考える｡

6.おわりに

ここでは,株式会社日立デジタル平凡社による小百科

辞典｢マイぺデイア97+のCD-ROM化と,出版業界の電

子出版について述べた｡

インターネットの出現により,｢サイバーパブリッシン

グ+と称して,インタラクティブなディジタルコンテン

ツ配信サービスが実現されようとしている｡この市場へ

の異業種からの企業参入も増え,ますます競争が激化し

てくると予想される｡しかし,これからのディジタル時

14

注:略語説明はか

PC(PersonalComputer)

CGl(CommonGatewaylnter-

face)

llS(lnternetlnformationSeⅣ一

er)

*1WindowsNTは,米国Mjcro-

SOftCorp.の商標である｡
*2Windowsは,米国およぴ

その他の国における米国

MicrosoftCorp.の登患商
標である｡

*3 NETSCAPENAVIGATOR

は,米国,日本およびその
他の国における米国Neト

∝aPeCommunicaIionsCorp.

の商標である｡

*4 AQUACElnte｢netWWW

Gatewayは,日立製作所の

登港南標である｡

代では,出版社の本来のタスクである｢編集力+とコン

テンツ制作支援ツールなどの情報システム技術力が相互

に補完し,魅力あるコンテンツを制作,提供することが,

出版業界による電子出版ビジネスのリードと,いっそう

のディジタルコンテンツ市場の拡大につながるものと確

信する｡
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